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今金町民憲章

。民主主援に惜して生，蓄を合理化 Lて近代的な町にいたしま しょう。

O 鍵康で勤労にはげむ明るい町にいたしま しょう 。

。筏能をみがき護集の聞尭に努め豊かな町にいたしま Lょう 。

O 融曹をたかめ楽し〈生，舌できる平和な町にいた Lましょう 。
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; 建設工事はじまる ; 
{ 今年度から平成12年度まで年次計画により建設が進められます。 、

; 姐住宅(岡地)建設一一 ; 
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北
海
道
財
務
局
は
、
北
海
道
に

お
け
る
大
蔵
省
の
総
合
的
な
出
先

機
関
と
し
て
、
財
政
、
金
融
、
証

券
及
び
固
有
財
産
な
ど
に
関
す
る

諸
施
策
を
適
正
か
つ
円
滑
に
実
施

し
て
い
く
と
い
う
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
北
海
道
財
務
事
務
所
、

各
財
務
事
務
所
出
強
所
が
ど
の

よ
う
な
役
制
を
来
た
し
て
い
る
か

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

@

財

政

①
国
民
生
活
に
か
か
わ
り
の
傑
い

国
の
予
算
編
成
に
必
要
な
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
台
風
や

地
震
な
ど
自
然
災
害
で
公
共
施
設

に
災
害
を
受
け
た
と
き
現
地
に
出

向
い
て
被
災
状
況
や
復
旧
に
要
す

る
調
査
を
し
て
、
少
し
で
も
早
く
、

か
つ
適
切
に
災
筈
復
旧
が
行
わ
れ

る
よ
う
務
め
て
い
ま
す
。

(
財
務

保
育
所
、
上
下
水
道
な
ど
資
金
迎

用
部
資
金
を
長
則
低
利
で
貸
し
付

け
、
生
活
環
境
を
良
く
し
た
り
郁

祉
や
文
教
施
設
な
ど
を
充
実
す
る

た
め
実
施
し
、
本
町
で
は
総
合
福

祉
施
設
な
ど
が
受
け
て
い
ま
す
。

。

金

融

ー
傾
金
者

・
保
険
契
約
者

・
消
費

者
向
保
護
の
た
め
1

①
銀
行

・
信
用
金
庫
な
ど
の
指
導

】』

誕

B

mM副
ポ
L

②
保
険
会
社
の
指
導
蛇
管

③
貸
金
集
者
向
指
導
抗
督

④
プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ド
の
発
行
業

者
の
指
導
抗
切
な
ど
皆
さ
ん
が
安

心
し
て
利
則
で
き
る
よ
う
指
導
政

相
U

-

検
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
証
券
、
経
済
調
査
、
固

有
財
産
な
ど
、
財
務
局
、
財
務
事

務
所
、
出
張
所
は
、
地
域
と
大
蔵

省
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
活

動
し
て
い
ま
す
。
各
税
団
体
的
会

合
や
研
修
会
な
ど
で
、
経
済
や
財

政
、
金
融
あ
る
い
は
固
有
財
産
に

つ
い
て
の
話
を
お
聞
き
に
な
り
た

い
と
い
う
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
慨
に
ご
相
談
下
さ
い
。

函
館
財
務
事
務
所

8
0
1
3

8

n

8

4

4
5
 

函
館
財
務
事
務
所

i
財
務
行
政
懇
話
会

i

大
蔵
省
函
館
財
務
事
務
所
が
主

催
で
叩
月
9
目
、
町
民
セ
ン
タ
ー

に
町
議
会
談
貝
、
町
各
種
委
員
、

農
協
、
商
工
会
関
係
者
な
ど
初
名

余
り
が
出
席
し
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

懇
話
会
で
は
、
ビ
デ
オ
で
財
務

局
の
役
割
の
紹
介
、
函
館
財
務
事

務
所
長
木
村
征
夫
さ
ん
よ
り
「
わ

が
国
の
現
状
と
謀
題
」
の
鱗
泌
が

行
わ
れ
、
わ
が
国
が
直
前
し
て
い

る
財
政
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
述

べ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
多
く
の

方
々
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

た
め
、
財
政
金
融
に
関
す
る
相
談

会
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

平品財苦t込書生会 <"" 

②
地
方
公
共
団
体
へ
の
資
金
巡
用

部
資
金
の
貸
付
け
、
郵
似
附
金
や

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
的
保
険
料

な
ど
の
資
金
は
、
大
蔵
省
で
管
理

運
用
し
て
い
ま
す
。
学
校
、
病
院
、

時
団
地
は
、
老
朽
化
が
進
ん
だ

た
め
平
屋
プ
ロ

y
夕
刊
悼
の
公
営
住

宅
を
取
り
壊
し
、
平
成
ロ
年
度
ま

で
に

4
械
と
駐
車
場
、
公
園
な
ど

を
盤
備
し
、
従
来
の

2
階
建
か
ら

3
階
建
に
な
り
ま
す
。
制
皮
肉
改

正
で
3
階
部
分
が
特
定
公
共
賃
貸

住
宅
部
分
と
な
り
、
完
成
す
る
と

公
営
住
宅
部
分
は
時
戸
、
特
定
公

共
口
貸
住
宅
部
分
が

8
戸
合
計
で

M
戸
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
、
工
事
前
市
工
さ
れ
て
い

工←
~ 

• L・
る
公
営
住
宅
は
、
中
田
川
耐
火
精
進

R
C
造
、
ー
棟

6
戸
延
床
面
積
が

6
2
1
・
町市耐

(階
段
部
分
な
ど

を
含
む
)
、

1

2
階
に
つ
い
て

は
1
戸
の
面
積
は

π
ω
耐、

3

階
は
別

・

ω耐
と
な
り
、
平
成
9

年
7
月
に
完
成
し

6
戸
が
入
居
で

き
る
予
定
で
す
。

援
特
定
公
共
賃
貸
住
宅
と
は

公
営
住
宅
は
、
住
宅
に
困
窮
す

る
低
額
所
得
者
に
対
し
て
賃
貸
を

す
る
制
度
の
も
の
で
す
が
、
目
的

に
沿

っ
て
、
入
居
収
入
基
準
な
ど

般
機
な
入
居
資
格
を
定
め
て
い
る

も
の
で
す
。

公
営
住
宅
制
度
の
改
正
に
よ
り
、

中
堅
所
得
者
向
居
住
の
賃
貸
住
宅

が
不
足
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る

場
合
、
建
設
大
臣
の
示
認
を
受
け

公
営
住
宅
に
中
堅
所
得
者
等
の
入

居
が
で
さ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
制
度
が
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

と
な
り
ま
す
。

〕2
 

〔

曙
団
地
入
口
が
変
わ
り
ま
す

公
古
住
宅
建
設
に
伴
い
町
道
が
、

一
部
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
交
通

安
全
に
は
十
分
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

結
婚
お
め
で

光
の
皇
学
図
で
は
、
開
園
以
来

卒
園
生
の
初
め
て
の
結
婿
式
が
あ

り
ま
し
た
。

結
婚
式
を
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、

堀
井
幸
男
さ
ん
、
京
谷
由
美
子
き

ん
で

9
月
鈎
目
、
柴
谷
勝
俊
園
長

の
仲
人
で
町
民
セ
ン
タ
ー
に
お

い

て
関
係
者
1
5

0
名
が
山
附
し
、

2
人
の
門
出
を
脱
大
に
机
析
し
ま

し
た
。

2
人
は
、
光
町
民
の
平
岡
生
で

堀
井
さ
ん
は
瀬
棚
町
内
生
コ
ン
会

討
に
勤
務
さ
れ
、
京
谷
さ
ん
は
町

内
の
食
堂
に
勤
め
て
い
ま
す
。
結

婚
祝
賀
会
で
は
職
只
、
卒
図
生
日

-
名
が
発
起
人
に
な

っ
て
準
備
を
し

ま
し
た
。

今金 種川小学校 北住吉 花 右

7 : 14 7: 21 7: 26 7: 41 

8: 44 8・53 8: 58 9: 15 

10 : 03 10・12 10 : 17 10 : 34 

12: 23 12: 32 12: 37 12: 54 

14 : 51 15: 00 15: 05 15: 22 

16: 48 16: 57 17: 02 17 : 19 

19: 04 19 : 13 19: 18 19: 35 

〕句。〔



全道の青年が集う
「素顔J~明日の私は今日よりきれい~

愛指令の会

夢の球|加22式
児童24名が

「神Eの四季を」

後
は
、
パ
ク
ゴ
ル
フ
で
交
流
を

〉

深
め
ま
し
た
。
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今
金
愛
指
令
の
会

(会
長
崎
野
竹
春
さ
ん
)

一

は
叩
月
刊
目
、

「
フ
ィ
ー
ル
ド

・
オ

ブ

ド

リ

)

ム
ス
」
構
想
的
球
場
が
完
成
し
た
の
に
伴
い

〈

記
念
試
合
を
近
隣
町
か
ら
の
少
年
野
球
チ
|
ム

〉

と
土
地
を
提
供
し
て
い
る
札
帆
今
金
会
会
長
井
口

~

健
さ
ん
の
執
年
チ
ム
も
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

〈

し
た
。選

手
た
ち
は
、
映
画
の
よ
う
に

l
ウ
モ
ロ
コ

~

y
を
か
き
分
け
入
場
し
、
開
会
式
で
は
監
判
長
、

一

ん
か
ら

「
こ
こ
は
夢
が
か
な
う
グ
ラ
ン
ド
、
君

~

た
ち
の
中
か
ら
イ
チ
ロ

ー
が
出
る
か
も
し
れ
な

〈

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

)

土
の
運
搬
、
笠
地、

石
拾
い
な
ど
参
加
さ
れ

~

た
皆
さ
ん
大
変
ご
苦
労
様
で
し
た
。

〈

北
海
道
青
年
団
体
協
議
会
が
主
催
で
叩
月
ロ
日

1
日
目

的
両
日
に
わ
た
り
、
町
民
セ
ン
タ
ー
に
全
道
各
地
か
ら
叩

名
あ
ま
り
が
参
加
し

「全
道
女
子
青
年
研
修
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

協
議
会
は
、
多
く
の
女
子
青
年
が
社
会
人
と
し
て
、

人
の
女
性
と
し
て
、
ど
の
よ
う
に
生
き
て
い
く
か
大
き
な

関
心
を
も
っ
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
生
活
の
中
に
あ

る
悩
み
な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
全
道
の
仲
間
が
集
ま
り
、

具
体
的
な
方
向
性
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て
聞
か
れ
ま
し

た

成ロー7[i 場

• • 

坦
一

今
金
町
へ
き
地
複
式
教
育
連
盟
内
主
催
で
叩
月
2
目、

一

神
丘
小
学
校
で
へ
き
地
複
式
教
育
研
究
大
会
、
環
境
教
育

)

神
丘
小
学
校
公
開
研
究
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

〈

研
究
大
会
で
は
、
地
域
性
を
生
か
し
た
実
践
や
小
佐
官
囲
内

〉

中
で
の
社
会
性
や
表
現
力
を
高
め
、
共
に
磨
き
合
え
る
指

~

導
法
の
研
究
を
テ

1
7
と
し
て
、

一
人
ひ
と
り
の
個
性
を

〈

伸
ば
し
、
盟
か
な
心
を
育
て
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
〉

表
現
活
動
で
は
、
左
俣
小
学
校
長
岸
郎
夫
さ
ん
の
脚
本
ー

~

で

「神
丘
町
四
季
」
を
全
校
児
童
M
名
で
演
じ
、
環
境
内

一

大
切
さ
、
交
通
安
全
な
ど
の
活
動
、
未
来
へ
の
哲
い

、
子

〉

l

ど
も
た
ち
の
い
き
い
き
し
た
泌
劇
と
な
り
ま
し
た
。

〈

ま
た
、
北
海
道
東
海
大
学
教
授
の
竹
内
裕

一
さ
ん
に
よ

〉

る
寸
環
境
教
育
と
教
師
、
父
母
に
で
き
る
こ
と
」
に
つ
い

~

て
講
演
も
あ
り
ま
し
た
。

〈

花
石
}
ン
ネ
ル
の
口
通
式
が
日
月
比
目
、
ト
ン
、
不
ル
坑

内
で
前
回
建
設
工
業
側
北
海
道
支
屈
の
主
催
で
工
事
関
係

者
印
名
あ
ま
り
が
出
席
し
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

花
石
ト
ン
ネ
ル
は
、
旧
国
鉄
瀬
棚
線
の
小
金
隆
道
を
拡

幅
し
延
長
6
6
7
m
の
ト
ン
ネ
ル
で
、
平
成
6
年
度
か
ら

工
事
を
着
工
し
、
平
成
9
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て
い
ま

す
。貫

通
式
で
は
、
開
通
の
儀
、
通
り
初
め
の
儀
、
神
神
興
、

鋭
開
き
な
ど
行
い
ま
し
た
。

こ
の
ト
ン
ネ
ル
の
完
成
に
よ
り
波
品
半
島
横
断
道
路
と

し
て
道
央
、
道
南
図
的
物
資
流
通
の
経
路
と
し
て
、
ま
た
、

地
域
発
展
の
ル
ト
と
し
て
の
役
割
を
担
い

、
さ
ら
に
は

旧
瀬
棚
線
内
廃
止
に
よ
り
重
要
性
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ

れ
て
い
る
主
要
幹
線
で
す
。

「ーー ald.1i~ Bム之ムヱ

人ー人の縮性.{，中，;I"l告かなぽt
，、 浅Jt~ .;t"l c. j集え l 伽 ‘a円;:'.f-毛aJLV(

本
堂
を
ギ
ャ
ラ
リ
ー
に

ー
法
林
寺

1
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今
金
町
教
育
委
貝
会
と
ぴ

っ
ぱ

ら
舎
が
共
催
と
な
っ
て
凶
月
日
日

i
日
日
ま
で
の

3
日
間
、
法
林
寺

(住
職
阿
知
波

一
道
さ
ん
)
本
堂

で

「木
工
、
造
形
、
陶
芸
展
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

羽
帆
町
か
ら
カ
ビ
ラ
ヤ
ス
ヲ
さ

ん
ら
5
名

(高
野
亮
一二
さ
ん
、

岩

瀬
晩
燈
さ
ん
、
阿
部
清
志
き
ん
、
阿

部
雅
子
さ
ん
)
の
作
品
が
展
示
さ

れ
、
本
主
の
も
つ
独
特
な
雰
囲
気

に
溶
け
込
み
見
学
に
訪
れ
た
人
を

魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

M
日
に
は
、
本
主
で
ア

l
ト

&

ミ
ュ

ジ
ッ
ク
の
コ
ン
サ
ー
ト
か

函
館
市
か
ら
C
H
I
N

行
わ
れ

• • 
今
金
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
は
9

月
釘
目
、
北
海
道
少
年
婦
人
防
火

協
議
会
長
貨
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

防
火
ク
ラ
ブ
は
、
昭
和
必
年
5

月
結
成
以
来
、

「家
庭
か
ら
絶
対

に
火
を
出
さ
な
い

」
を
合
言
葉
に
、

地
区
内
各
家
庭
内
火
防
占
検
、
毎

年
1
回
消
火
器
の
取
り
扱
い
を
習

D
O
N
(ち
ん
ど
ん
)
屋
、
地
元

愛
好
家
、
カ
ヒ
ラ
さ
ん
を
交
え
た

中
で
楽
し
く
行
わ
れ
ま
し
た
。

火災予防と防火思想の

向上に寄与

今金町婦人

防火クラブ

研
修
会
で
は
、
地
域
福
祉
に
つ
い
て
な
ど
の
テ

1
7
別

集
会
、
お
茶
の
水
女
子
大
学
総
師
矢
口
悦
干
さ
ん
の
寸
輝

く
女
性
を
目
指
し
て
」
の
講
演
、
女
性
の
地
位
向
上
に
つ

い
て
な
ど
の
分
科
会
が
行
わ
れ
、
活
発
に
議
論
が
さ
れ
最

得
す
る
た
め
消
火
実
験
、
ま
た
、

街
頭
啓
発
を
は
じ
め
各
施
設
の
訪

問
な
と
火
の
用
心
の
意
識
高
防
の

活
動
が
認
め
ら
れ
今
回
の
受
賞
と

な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
し
ょ

、「ノ
。

技
能
士
尊
重
月
間

技
能
者
の
ま
つ
り
を
開
催

今
金
町
建
築
技
能
者
協
会
(
会

長
内
ヶ
島
和
之
さ
ん
)
は
桧
山
地

方
開
発
協
会
及
び
技
能
士
会
的
技

能
尊
重
月
間
に
ち
な
み
凶
月
日
目
、

「
技
能
者
の
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
し
た
。

ま
つ
り
は
、
オ
ア
シ
ス
コ

ス
で
パ
ク
ゴ
ル
フ
大
会
、
技
能

者
協
会
で
の
記
念
隣
演
会
な
ど
が

行
わ
れ
叫
名
あ
ま
り
が
参
加
し
ま

し
た
。

講
演
で
は
、
附
電
通
北
権
道
の

白
井
栄
三
さ
ん
が
寸
地
域
っ
く
り

総
合
戦
略
」
と
題
し
こ
れ
か
ら
の

今
金
町
を
全
国
に
ど
の
よ
う
に

知
っ
て
も
ら
う
か
、
イ
ベ
ン
!
の

ノ
ウ
ハ
ウ
な
ど
を
話
さ
れ
、
質
疑

で
は
予
定
時
間
を
オ
ー
バ
ー
す
る

熱
の
こ
も
っ
た
議
論
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
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ニュージーランド

パーンサイド高校生来町

平成8年度ペガサスの翼

第3回受け入れ事業

フ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

街
頭
啓
発

hv
今
金
中
学
校
訪
問

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
で
は

9
月

お
日
、
役
場
前
で
行
き
交
う
卒
に

対
し
て
ク
ラ
ブ
員
ロ
名
が
交
通
安

全
呼
び
か
け
の
街
頭
啓
発
を
実
施

し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
で
は
、秋
の
交
通
安
全
週

間
に
合
わ
せ
河
台
あ
ま
り
に
交
通

安
全
の
パ
ン
フ
レ

y
ト
、
飲
み
物

な
と
を
配
布
し
交
通
安
全
を
訴
、
え

て
い
ま
し
た
。

北
海
道
の
交
通
死
亡
事
故
は
毎

日
の
よ
う
に
発
生
し
て
い
ま
す
。

小
さ
な
油
断
か
悲
惨
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
運
転
す
る
際
は
十

分
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。• • 

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

-
ク
ラ
イ

ス
ト
チ
ャ
チ
市
パ
ン
サ
イ
ド

高
校
日
本
語
専
攻
学
生
時
名
と
引

率
教
員
2
名
が

9
月
5
1
げ
日
ま

で
の
日
日
間
町
内
の
同
家
族
に
ホ

ー
ム
ス
テ
ィ
し
地
域
や
団
体
と
の

交
流
を
通
し
て
、
お
互
い
に
友
好

と
国
際
理
解
を
深
め
あ
い
ま
し
F」。

ホ
ー
ム
ス
テ
ィ
期
間
中
、
表
敬

訪
問
、
日
本
文
化
の
体
験
、
柏
山

北
高
校
、
今
金
中
学
校
な
と
の
訪

問
、
そ
し
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

と
の
交
流
も
深
め
、
滞
在
中
様
々

な
体
験
を
し
ま
し
た
。

‘
，
表
敬
訪
問

道
南
地

j吾
耳頁

今受
金Z
J¥つ
幡1
神百
社日
祭i
典E
に
梯
く

道
南
地
方
最
後
の
秋
祭
り

「今

金
八
幡
神
社
例
大
祭
」
が

9
月
四

日
1
幻
自
の

3
日
間
行
わ
れ
ま
し

た
。
今
年
は
今
金
八
幡
神
社
内

1

0
0
年
を
迎
え
、
式
典
、
祝
賀
会

な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

幻
自
の
後
祭
り
で
は
、
デ
モ

レ
ン
で
鳳
風
山
の
叩
年
内
集
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〕6
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北
海
道
日
中
青
少
年
交
流
協
会

中
国
代
表
団
来
同

を
道
の

変
通
事
故
防
止

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
降
雪
や
、

凍
結
等
に
よ
り
、
路
面
状
況
が
著

し
く
変
化
し
、
ス
リ
ソ
プ
等
の
冬

型
の
交
通
事
政
が
発
生
し
や
す
く

な
り
ま
す
。

歩
行
者
も
運
転
者
も
交
通
安
全

意
識
に
心
掛
け
、
交
通
事
故
防
止

• • 
今
金
町
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
主

催
と
な
っ
て
印
月
ロ
目
、
ク
ア
プ

ラ
ザ
ピ
リ
カ
で
中
国
側
か
ら
4
名

と
主
催
者
を
は
じ
め
関
係
者
初
名

で
歓
迎
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
固
め
来
日
は
、
北
海
道
日
中

青
少
年
交
流
協
会
創
立
叩
周
年
を

迎
え
、
函
館
市
で
行
わ
れ
る
記
念

式
典
に
出
席
す
る
た
め
に
来
道
し

ま
し
た
。

本
町
内
交
流
卒
業
で
は
、
創
立

以
来
7
回
小
学
生
お
名
、
中
学
生

日
名
と
指
導
者
比
名
合
計
弘
名
が

中
国
を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

D
冬
用
タ
イ
ヤ
の
早
期
交
換
と
タ

O 国ミ O 千巴 O イ

急速凍援道ヤ
フ度結 路 チ
レの路 情エ
|運面報 y

キ転走 とク
、)行路

急、 の面
ハ心状
ン構況
ドえの
ノレ ( 早
の適期

禁
止

o
y
l
ト
ベ
ル
ト
の
装
着

vn 

円

円

凶

o
s
uH 

8

9

法

7

5
川

高
貝

1

百

Hn

λ

!

'
j

'

 

1
4
聞

出

日

時

i
H

「知っていますか?

あなたの街の、

君の職場の最低賃金」

北海道最低賃金

北海道において事業を営む使用者及

びその者に使用される労働者(臨時、

パートタイマ一、アルバイト等を含

む)に適用される北海道最低賃金額

が、次のとおり改定されました。

最低賃金額

1
・2
級
技
能
士
過
程
通
信
制

訓
練
講
座
の
お
知
ら
せ

生
産
現
場
で
働
く
方
々
が
、
変

革
す
る
産
業
技
術
に
対
し
必
要
な

技
能
の
裏
付
け
と
な
る
専
門
知
識

を
自
学
自
習
に
よ
っ
て
身
に
つ
け

実
力
あ
る
中
堅
技
能
士
と
な
る
た

め
の
講
座
で
、
職
業
能
力
開
発
大

学
校
が
主
催
し
て
開
誹
し
て
い
ま

す。

記

。
訓
練
科
目

1
級

機
械
加
工
科
、
仕
上
げ
科
、
板
金

科
な
ど
8
科

。
訓
練
科
目

2
級

機
械
加
工
科
、
仕
上
げ
科
、
板
金

科
、
配
管
科
、
塗
装
科
、
機
械
検

査
科
、
鋳
造
科
な
と
辺
科

0
受
講
資
格

実
務
の
経
験
が
あ
れ
ば
ど
な
た

で
も
受
講
で
き
ま
す
。

O
訓
練
期
間

o
受
講
料

お
お
む
ね
1
年
間

1
級

8
、
3
5
0
円

2
級

6
、
2
7
0
円

問
問
お
問
い
合
わ
せ

函
館
市
日
吉
町

3
丁
目
お
番
1
号

函
館
職
業

能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー

(
2
0
1
3

8

臼

0
3
2
3
)
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第41回新北海道美術協会展

近藤弘毅さんがみごと人選

8
月
幻
自

1
9
月
9
日
ま
で
の

M
日
間
、
札
脱
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開

催
さ
れ
た
第
M
M

回
新
北
海
辺
美
術

協
会
展
に
八
東
町
近
藤
弘
毅
さ
ん

の
作
品
が
見
事
佳
作
賞
に
縦
き
ま

し
た
。

「
北
町
心
象

h

3
」
は
曲
線
が

集
積
す
る
函
耐
に
遠
近
感
と
リ
ズ

ム
が
あ
り
鑑
泊
者
を
引
き
付
け
る

と
審
査
総
評
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

「北
町
心
象
l
h
3
」
作
品
は
、

日
月
2
i
4
日
の
3
日
間
開
催
さ

れ
る
今
金
町
総
合
文
化
祭
の
期
間

中
に
展
示
さ
れ
ま
す
。
こ
の
作
品

の
ほ
か
各
文
化
団
体
な
ど
か
ら
出

展
さ
れ
た
色
々
な
展
示
が
あ
り
ま

す
の
で
家
抜
、
ご
近
所
お
誘
い
の

う
え
、
鑑
賞
し
て
見
て
は
ど
う
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
協
会
展
で
は
、
絵
画
を
は

じ
め
と
す
る
彫
刻
な
ど

7
5
7
点

が
出
展
さ
れ
最
高
貨
の
協
会
賞
、

佳
作
質
的
叩
出
、
の
中
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

協
会
務
査
部
長
鈴
木
秀
明
さ
ん

は
、
近
藤
さ
ん
の
作
品
に
つ
い
て

• • 

⑨
⑨
⑧
f

⑨
⑧
⑧
 

将
来
の
夢

種
小
六
年

原
口

望
んさ

わ
た
し
の
将
来
的
夢
は
美
容
師
。

き
っ
か
け
は
、
わ
た
し
が
い
つ

て
も
ら
っ
て
い
た
ら
.

も
の
美
容
室
に
行
っ
て
袋
を
切

っ

見
て
い
る

う
ち
に
自
然
に
「
か
っ
こ
い
い
な
」

と
思
い
、

な
っ
て
み
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

そ
れ
は
、

3
、

に
、
右
手
に
は
さ
み
と
く
し
を
持

っ
て
、
く
し
で
髪
を
と
か
し
て
、

4
年
生
の
こ
ろ

す
ば
や
く
く
し
を
左
手
に
持
ち
か

え
て

人
さ
し
指
と
中
指
の
毛
を

そ
ろ
え
て
右
手
の
は
さ
み
で
切
る
。

そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
私
は
す
ご
く

私
は
小
さ
い
こ
ろ
に
、

か
っ
こ
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
。

チ
ラ
ン

で
人
聞
の
阪
と
長
い
髪
の
毛
を
作

っ
て
美
谷
仰
の
ま
ね
ご
と
を
し
て

遊
ん
だ
り
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。今

も
ま
だ
、

私
は
美
容
師
に
な

り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
才1

で
大
人
に
な

っ
た
ら
、
美
容
師
に

な
る
た
め
の
勉
強
を
し
て
、

人
グ〉

庖
で
美
容
師
の
手
伝
い
を
し
て
、

そ
れ
か
ら
何
年
後
か
に
、

そ
こ
の

庖
か
ら
独
立
し
て
、
自
分
だ
け
の

庖
を
持

っ
て
み
た
い
で
す
。
そ
し

て
、
お
母
さ
ん
や
お
姉
ち
ゃ
ん
の

援
を
切

っ
て
あ
げ
た
い
で
す
。

そ
う
す
る
た
め
に
は
‘

き
ち
ん
と
勉
強
し
て
、

る
こ
と
で
す
。

今
か
ら

高
校
に
入

そ
し
て

そ
の
あ

と
は
自
分
の
家
か
ら
は
な
れ
て
、

そ
こ
か
ら
美
容
師
に
な
る
た
め
の

学
私校
は に
、通

一，
丈こ

し
ま
す

大
人
に
な

っ
て
自
分
的

脂
を
判
っ
て

「
や
っ
と
小
さ
い
こ
ろ
の
夢
、

な
え
ら
れ
た
な
U

と
言

っ
て
み
た
い
で
す
。

栄係は
ま 、者
た会のゆ

1 守ま
等るる持
米な」ち

なで 7 ま
り検 8 れ
ま査依た
しの、新
た結関米

「一___~-1!象りイドjレ一一---------，
い 雪姐岨ζ一一 ‘陶山括呆、 j 
i 一一'開咽唾 平…lほ2~20月刊叩位出一ま帥れ)ぺ: 
r-唱......'II!I胃~ -千.l71 末広町 陶山E猿長、」、'焚‘由紀、由次奥 i 
...置.. 庄必: 可 l治" 親から

!i1ヘ |ド元士:f' 司司圃， 、e;i，-、l あ まJリ')，λ、 ちhぞ 、お兄ちやん

同竹内 議会1 」 Jj
平成時6月7日生まれ) 開 F 相田園・ ~ 

i醐 町 竹内師、、明美判長女 r-~ I! 
親から.._，.，..1 I 

いつむ3釘五兄ちやん町まねをして持つて 1 と 宮I' -?'困: 1 

;い刊一大州問………好肘附…きN山む叶す
兄妹酬剛惜"仲特『平t〈仲何叩や特叫き札L川町岬叩子引牝iに凶こh一て叩』ほl I厩臣肘習叫l:~唱 喜νJ可劃! 

t 参芯乎和』舎金中学校'k危~，

一
番
出
荷

全
量
一
等
米

月
3
日、

鈴
岡
下
ム
口
吉
本
出
夫
さ
ん
が
叩

今
年
度
新
築
さ
れ
た
玄

米
パ
ラ
集
出
荷
印
刷
整
施
設
に
米
の

こ
の
目
、

初
出
荷
を
行

い
ま
し
た
。

ま
し
た
。

お
に
ぎ
り
を
関
係
者
に
ふ
る
ま
い

吉
本
さ
ん
は
、
新
米
内

カ‘

U'LOVE&PEACEJ 
今金中学校では10月13目、今年の文化祭の rLOVE&PEAC

EJ をテーマに開催しました。

学級展示、壁新聞、学年演劇、合唱コンクールなどが行われました。• • 

〕自〔



だより
第241号

(重点目標)

圃困圏回

社会教育

誰
で

町

の
歴
史

や
自
然
・
文
化
を

家
庭
や
学
校
、
地
域
社
会
の
き

熱
意
を
も

っ
て
、

い
つ
で
も
、

ー
「
い
き
い
き
学
園
」

輝いて2
老
人
ク
ラ
ブ
、

昨
年
度
か
ら
町
内
各

一
般
高

て
お
り
ま
す

齢
者
を
対
象
に
実
施
し

今、

『今
金
い

で
は

会
を
開
催
い
た
し
ま
し

宅』。
''h 

と
こ
で
も、

も
が、

問
い
合
わ
せ
は
、

一
一
ー
三
四
八
八

大
切
に
し

ず
な
を
深
め

く
健
や
か
に
学
び
合
い
ま

し
ょ
う
。

自
ら
楽
し

了

J
H
リ、
1

mm脚
下

υ
f
，ノ

ス
研
修
会
l

今
回
の
パ
ス
研
修
会
で
は
桁
山

広
域
内同
協
辿
野
菜
集
出
荷
施
設
、

美
利
河
ダ
ム
、

花
石
ト
ン
ネ
ル
工

事
現
場
内

3
ケ
所
を
見
学
い
た
し

ま
し
た
。

『今
金
い
き
い
き
学
園
』
は
高

齢
者
分
野
を
所
管
す
る
関
係
行
政

(保
健
福
祉
課
町
民
楳

・
社
会

教
育
課

-
社
会
福
祉
協
談
会
)
の

辿
携
の
も
と
、
地
域
巡
回
や
高
齢

者
ス
ポ

l
y
大
会
、
生
き
が

い
対

策
卒
業
な
ど
、

ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
し
て
い
る
も
の

年
目
回
程
度
的
プ

で
す
。

昨
今
、
本
町
で
は
様
々
な
地
設

な
ど
が
建
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

日
頃
の
生
活
の
中
で
は
な
か
な
か

目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
高
齢

者
の
方
々
か
ら
も
見
学
的
機
会
を

要
望
さ
れ
実
施
し
た
も
の
で
す
。

野
菜
集
出
荷
施
設
で
は
選
別
か

ら
棚
包
ま
で
の
作
業
を
、
美
利
河• • 

ス
ポ
l
ヴ
ま
つ
り
だ
よ
り

第
げ
回
ス
ポ
l
y
即
時
前
り
が
凶
月

刊
日
体
育
め
目
、
秋
附
れ
の
下
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
約
加
名
と
い

う
少
な
い
人
数
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
午
前
中
は
美
利
河
に
行

つ
て

の
自
然
探
訪
、
花
石
に
移
動
し
て

現
在
行

っ
て
い
る
花
石
ト
ン
ネ
ル

の
工
事
現
場
見
学
と
約
6
時
間
町

ハ
イ
キ
ン
ク
を
楽
し
み
ま
し
た
。

幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
幅
広

い
年
齢
層
的
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

ゲ
ー
ト
ボ
ル
は
、
日
チ

l
ム

日
名
が
参
加
さ
れ
、
午
前
中
の
予

選
リ
ー
グ
、
午
後
か
ら
の
決
勝
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
を
行
い

、
種
川
消
流

会
チ
ム
が
見
事
優
勝
を
飾
り
ま

し
た
。
ま
た
、
惜

し
く
も
決
勝
に
進

出
で
き
な
か

っ
た

チ
ー
ム
に
よ
る
ふ

れ
あ
い
ト
ー
ナ
メ

ン
ト
も
行
い
、
ほ

の
ぼ
の
と
し
た
雰

聞
気
で
終

7
し
ま

し
た
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
7
は
、
年
々
参
加

者
が

m
z・
今
年
は
約
閃
名
の
参

加
が
あ
り
ま
し
た
。

小
学
校
3
年
生
か
ら
初
歳
以
上

ま
で
の
ハ
イ
キ
ン
ク
と
同
様
幅
広

い
年
齢
層
の
参
加
が
あ
り
、
個
人

戦
で
国
ホ
ル
、
午
後
か
ら
は
団

体
戦
で
児
ホ

l
ル
と
オ
ア
ン
ス

パ

ー
ク
ゴ
ル

7

コ
l
ス
を
会
場
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

ど
の
種
目
、
ど
の
参
加
者
も
秋

附
れ
の
体
育
の
日
に
参
加
さ
れ
た

皆
さ
ん
は
交
流
を
深
め
ら
れ
、
き

わ
や
か
な
汗
を
流
し
た

一
日
と
な

り
ま
し
た
~
。

タ
ム
で
は
堤
体
内
上
か
ら
の
説
明

を
い
た
だ
き
、

花
石
ト
ン
ネ
ル
で

は
実
際
に
ト
ン
ネ
ル
の
中
へ
入

っ

て
の
見
学
に
興
味
深
げ
に
見
聞
し

て
お
り
ま
し
た
。

今
回
は
総
勢
1
8
8
名
の
参
加

を
い
た
だ
き
盛
会
の
う
ち
に
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
対
応、

を
い
た
だ
き
ま
し
た
各
機
関
の
協

力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

わ
が
子
を
伸
ば
す
親
の
一
言

l 

子
供
に
や
る
気
を
起
、』
さ
せ

き
い
き
学
園
』

去
る
8
月
お
日
を
皮
切

り
に
刊
月
2
日
ま
で
の

期
間
、
計
6
回
の
見
学

る
よ
う
な
官
業
を
か
け
る
。

2 

注
芯
す
る
と
き
の
親
の
自
の

位
世
に
気
を
つ
け
る
。

3 

百
の
小
言
よ
り
犬
事
な

一
一言

(言
葉
を
選
ん
で
話
し
か
け
る
)

4 

心
に
ゆ
と
り
を
も
っ
て
自
信

を
拘

っ
て
話
す
。

子
供
が
や
る
気
を
起
こ
し
た

5 
， v" '世 ω~.

美に も

子今ご Z 
さ金主 『

ん 町 人 宅ム ー
をに内 庁、
紹転仕 :ζ
介入 l:j} :::t:. 
しさの J産
まれ関 品
すた係 コ亡
。小で 首

林 4 b 

恋月

{

-
P
9
3
 
事

り巳A 向

小
林
さ
ん
は
今
金
に
来
ら
れ
て

向U戸母'.・ 1， " 

• ¥e 

州民
子

治

裕

友

0世界の童糧農村環境

東アジア農業向展開論理今村奈良臣他

世界的農民群像 七戸長生他

飢餓の飽食と構造 今村奈良臣

地域資源の保全と創造 n 

開発t盟国j円光と影 都出良平他

出費者運動のめざす宜と品村岡 武他

世界は飢えるか 中川光世他

立栂輸入大国への笹鈍 加瀬良明

1主親する農産物証通ンステム官沼 王輔

(監修)加藤陸典雄

町田弘一日1¥

官野 徹

立見辰雄

矢品 捻

上村哲雄

降旗 l附a
笠原邦彦

増井光干

安引 正
池間他政

~:0 !;，~ 主主雄

山口 J並

i古田殴士

星座、夜空町四季

木べの生物

化石と岩石鉱物

生き物、観察と飼育

J R 特急

理科工作と動くおもちゃ

紙とおり紙

いぬとねニ

天気と気鋭

互H科の実験

はたらく自由U1]I

クワガタムン

恐竜の図鐙

藤
沼
山
時
江

斎

世

斎

hk

人材E一自由柿

人t佐一社会権

身近な地方自治

司法と裁判l

目録

4

5

6

7

 

(丹羽文庫)新刊図書

日本の天然記念物

O楽 し〈わカ、る 日本国憲法(全7巻)

1 慾法つてなに? 宮原哲郎

2 国民主柿と民主王義沢藤統一日1¥

3 戦.fflと;;:!Z手[j主義 小野寺和lギ

。小学館の学習百科図鑑(全30巻)

日本町庇史 民間 武

柏物内観察と育て方 山田卓三

両性、はちゅうまil 即 幸治

中虫のくら L 日高敏隆

宇宙開発 大 林 辰 蔵

世界的カブトムシ 阪口 浩 平

日本町地理 木 内 信 蔵

人IUI、心とからだ 小説 明

地球、自扶と気事眼前J 彰

宇宙、星と観測 古畑i 正秋

鉄道、機関車と電車 久 保 田 博

航空、飛行機のあゆみ 木 村 努 政

自然.生物のくらし 柴 田 敏 隆

自由研究、観察と工作 武 村 重 和

大むかしの生物 八杉 能

船、航海のあゆみ 'j'j'木栄一

花と昆虫環境とくらし 中山 悶平

家庭教育のあり方

〕O
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〔
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ら
、
我
悦
し
て
待
つ
こ
と
。

子
供
を
信
じ
て
、
や
る
気
を

起
こ
さ
せ
、
見
守

っ
て
い
く
。

事
B 

体直 也
グ) (- ~ 
活に 草
動 文 唱
の 化 再

手 様 団 耳
芸子体 B
ゃを や 早
陶リス 事
芸 サ ポ z
水 ~

チツ 宅
内 。団 事

. ，作 ~d 三"

現
在
は
、

ス
キ
ー

よ
さ
こ
い
ソ
ラ
ン
ク

導もはラ
者 ち 、 ブ
と 、道に

L 町水も
て 教 連 所
も委準属
活 の 指 し
開水導

主泳員
五教の

王 室 資
~の格水
ヲ。指を泳

01'._舟搾巴!J'-iiJ伺ノ否決旦~~. ， 

村一

小
林
さ
ん
の
今
金
の
印
象
は
、

グ〉ン 「

でダ大
き通き
るりな
町、風

でそ 111
すしと
って :(E

か やl'ー
パ忙り|尚奴

と|し裕づめ
~クいけ〈オ
やゴ主込りラ

I勺 !tP.U!'-~; v!> 亀"""，~，

今
度
は
、

人
と
時
間
を
つ
く
り
、

み
ま
し
た
。

ル
フ
を
し
て
み
た

い
日

か
な
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

屯

一

a
p
事
巳
dvae弘
w
e
r
eも
屯

る

ー

主

社
教
関
係
行
事
等
の
日
程

〈
刊
月
〉

第
幻
回
今
金
町
総
合

文
化
祭

日
目
的
第
児
田
空
手
迅
速
盟
支

部
大
会
(
総
体
)

H

桧
山
地
区
P
T
A
母
親

研
修
大
会

(北
楠
山
町
)

M

第
七
回
地
域
研
究
セ
ミ
ナ
ー

日

l
m日
婦
述
協
税
察
研
修

(
新
篠
津
村
)

げ
白
川

管

内
川
い
刊
河
川
大
会

幻

目

白

管

内
中
学
新
人
一r
H
川
大

会

は
白
川

;

(

 

2
1
4
日

町
民
和

;
，

川
大
会

(総
体
)

ω日
ω
今
金
町
P
T
A
述
合
会

研
修
会

〈
口
月
〉

1
日

川

町

民
u
r
l

げ川
大
会
(総
体
)

3
日

ω
今
金
町
四

y
築
会
役
只

会
山
川
崎
l
(
学
習
セ
)

6
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
q
i
 

「
図
書
の
寄
贈
」

一

旭

町

栗

城

民

子

様

一

(
児
童
文

学

切

冊
)

A

O
あ
り
が
と
う

ゐ

ご
ざ
い
ま
し
た
。

-

9
6
。6
。6
9
6の
6
匂

6
。6
q
6
。6
9
旬。
6
。6
A尚
t
E

-
〔



除
雪
車
の
運
転
手
を

募

集

し

て

い

ま

す

町
で
は
除
雪
車
運
転
の
臨
時
職

員
を
次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

コじ=言

。
雇
用
期
間
ロ
月
刊
日
か
ら
翌

年
3
月
初
日
ま
で

O
雇
用
人
員
ロ
名

O
応
募
資
格
町
内
在
住
者

0
選
考
方
法
誌
類
選
考
と
し
ま

す
の
で
、
履
歴
書
と
免
許
証
の

写
し
を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

インフョ『メーション
O
申
込
期
間

口
申
込
先

日
月
8
日

i
n
日

建
設
課
維
持
係

年
金
・
健
康
相
説
日
の

お

知

ら

せ

年
金
に
関
す
る
質
問
や
相
談
と

健
康
相
談
を
次
の
日
程
に
よ
り
併

せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

こ
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

l 

コじ
コE

ロ

き
日
月
刊
∞
日
嗣

午
前
刊
時
1
午
後
3
時
ま
で

役
場
町
民
相
談
室

と

2 

と
こ
ろ

3 

相
談
員

囚供係)(保位篤l祉謀保健編祉係

検診を受けて明るい健康づくり

11月みんなの健

O
函
館
社
会
保
険
事
務
所
職
貝

口
町
保
健
婦

〈
町
民
課
保
健
福
祉
諜
〉

献
血
の
お
知
ら
せ

日
月
ロ
白
川
山
は
献
血
の
日
で
す
。

採
血
の
前
に
は
必
ず
医
師
が
診
察

い
た
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

寸し
一三
ロ

。
役
場
前

午
前
9
時
1
午
前
日
時

ω分

。
テ
1
オ
l
今
金
活
前

午
後
1
時
1
午
後
Z
時
叩
分

。
段
協
横

午
後
Z
時

ω分
1
午
後
4
時
鈎
分

〈
保
健
福
祉
課
〉

新
規
高
卒
者
の
就
職

促
進
会
の
お
知
ら
せ

平
成
9
年
3
月
新
規
高
卒
者
を

対
象
に
求
人
者
と
生
徒
が
一
堂
に

会
す
る
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

高
卒
者
の
採
用
を
予
定
し
て
い

る
事
業
主
の
方
は
是
非
ご
参
加
下

さ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
規
高
卒
者
の
多
く
は
地
元
就• • 

職
を
希
望
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

求
人
の
申
し
込
み
に
つ
い
て
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

コし

O
開
催
日
時
平
成
8
年
ロ
月
ロ
日

午
後
1
時
l
午
後
4
時
鈎
分

0
会

場

函

館

市

民

会

館

函
館
市
湯
川
町
1
丁
目
ロ
番
1
号

挺
お
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ワ
ク
函
館
公
共
職
業

安
定
所
労
働
課

8
0

1

3

8

%

0

7

3

5

 

(
内
線
4
1
8
・
4
3
2
)

自

衛

隊

生

徒

募

集

防
衛
庁
で
は
平
成
9
年
3
月
下

旬
採
用
の
陸

・
海
空
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

0
募
集
種
目

第
幻
期
自
衛
隊
生
徒

O
受
験
対
象

(男
子
)

平
成
9
年
4
月
1
日
現
在
日
歳

以
上
げ
歳
未
満
で
中
学
校
卒
業
者

(平
成
9
年
3
月
卒
業
見
込
み
の

者
を
含
む
)

O
受
付
期
間

平
成
B
年
日
月

1
日
1

平
成
9
年
1
月
4
日エキノコックス症の予防に注意しましょう-

〕2
 

1
 

〔

8. 10‘， 0 

社会福祉協議会だより

※光の山学岡 ~舟商 社会福祉協鵠会への多額のご笥

付ありがとうございました。

(敬称略)

{埼 玉 県 ) (今 金 町}

光 の村 韮護学校秩父自然学園 中 村 恭 子

光の村養護学校父母 同 栗 原 喜 生

{茨 城 県〉 111 中I ト 、

武 田 洋 明 士亘 本 幸 治

(苫 小 牧 市 } 3品 回 守 伸

11' 井 恵 子 末 目事 春 義

(帯 広 市 〉 天 よl 秀 光

坂 野 香代 子 湯 フE 清 勝

〈函 館 市〉 ポ ー ル サ ン シ ャ イ ン

円本たばこ産業 今金町商ム会小売部会

北海道街商協同組合 岡 本 政 明

石 f1' 兼 大 倉 fy 了 雄

{北檎 山 町〉

道
す'"' 

む つ子

回 中 実

尾 野 秀 地司』主

O
試
験
日

第
1
次
試
験

平
成
9
年
1
月
5
日

第
2
次
試
験

平
成
9
年
1
月
間
以
日

i
m日

謀
詳

細
自
衛
隊
函
館
地
方
連
絡
部

今
金
募
集
事
務
所

2
2

0

2

5

8

 

移

動

中

小

企

業

開
業

・
経
営

・
労
働

相

談

室

開

設

金
融
、
経
営

労
働
及
び
新
規

fti 目 実3 象 1野 実随日 時 H司 対象地区 実脳会場 怖 号館， お知らせ

一般住民関係 《成人病予防教室》

老人福祉
11月 19U、 26口実施

位 相談 畠人 n L~ 11日(JJ) 10: OO~12: 00 全 地 区 回出lu品 (1(ll!主調Iit'‘尿検有) 内容が決ま りました ら
センター

老人柄祉
お知らせ致します

般相談 '" 日 lに 18 El (lJ ) 10:00-12:00 全地区 他山相説 (rfll町測定 ・尿検;'i)
センター

般 相談 '"に
(( 民 25日O'J)

老人柄祉
出版相談 (IIIL!.E揖lit・尿検在)IO:OO~12:0日 全地区

センター

無医地 l豆 巡 回
会 {主 i、28!:l (木)

受付時間 目に 八雲総合病院制科医師診察
全地区

診療(限科 } 14: 20~ 1 4: 50 センター (布料)

乳幼児関係 《風車予防接種世

生後
詳しい内容については

乳児相談 7日(木)
受付時]ii]

全地区
園f 民

世叫E相続 ・身体計測 個別に通知致します
3、 6、 9ヶ月児 9: 30-10: 00 センター

l措 6ヶ月検診
生後 l儲 6、

7日(木)
受付時目" IIf [~ 陪検査‘身体計測・位l長持11主

7司 Bヶ月児
全地区

13:00-13: 15 セシタ ー 医師&!.~ .前科相"'‘ 7::d-l撚j.J

股側節脱臼検診 生後 4 ヶ n 児
実施時間 今金

股関節 X綿m~12日{火) 全地区
保他所13・00......14:00 

白色科検診 就学前の栂の生え 12日(火) 費 9:00......9:20 全地区 'f bえ 7・ノ;fi1f，付 ・保世指導

ている乳幼児 13日(水) 付13:00......13:20 センター サホライド按布

時(12日夜)

問 18:00......18:30

生後 4、

21日(木)
受付時間 町民 身体計測 e 医羽"診察 ーIti科相鶴

乳児検診 全地区
栄』皇制鱗 ・健"'相執7、 10、 12ヶn~E~ 13:00......13:15 センター

妊産婦関係

鍋 検診 |妊婦の方112日(火)|i付時間

-13: 30 I全 地 IK1:
金町

1:
検 古 川 原

00......13 : 3 保病院 側診挺(有料)

• • 
五4
jli 

町
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で

キ
ツ
ネ
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
キ
ソ

ネ
は
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
と
密
接

な
関
係
が
あ
り
ま
す
。

私
達
の
住
む
北
海
道
に
は
、
エ
キ

ノ
コ
ッ
ク
ス
と
い
う
寄
生
虫
に
よ
っ

て
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
が
あ
り
ま

す
。

こ
の
虫
卵
が
人
の
口
か
ら
入
る

と
、
お
も
に
肝
臓
が
侵
さ
れ
る
病
気

で
す
。
そ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
、

だ
ん
だ
ん
悪
化
し
て
治
療
が
難
し
く

な
り
、
時
に
は
命
に
か
か
わ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の
卵
が
口
に
入

ら
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
人
家
の
周
囲
に
キ
ツ
ネ
を
近
づ

け
な
い
よ
う
、
生
ゴ
ミ
な
ど
キ
ツ
ネ

の
え
さ
と
な
る
も
の
の
管
浬
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
井
戸
水
に
キ
ツ
ネ
の
ふ
ん
が

入
ら
な
い
よ
う
に
、
ふ
た
を
す
る
な

ど
管
理
を
し

っ
か
り
し
ま
し
ょ
う
。

。
予
防
の
た
め
に
大
切
な
こ
と

-
外
か
ら
帰

っ
た
ら
必
ず
手
を
洗
い

ま
し
ょ
う
。

-
生
コ
ミ
な
ど
キ
ソ
ネ
の
え
さ
に
な

る
も
の
は
き
ち
ん
と
保
管
し
処
分
し

ま
し
ょ
う
。

開
業
等
に
関
す
る
問
題
、
課
題
等

に
つ
い
て
、
各
関
係
機
関
が
個
別

に
相
談
を
行
い
ま
す
。

戸
い

一一言
一口

0
日

時

平
成
8
年
ロ
月

3
日

午
後
l
時

1
午
後
4
時
ま
で

O
会

場

柏

山

支
庁
会
議
室

揖
お
問
い
合
わ
せ

柏
山
支
庁
商
工
労
働
観
光
課

8
0
1
3
9
5
1
2

1
1
0
1
0
 

(
内
線
2
4
1
4
)

-
野
山
の
果
実
や
山
英
ー
な
ど
を
口
に

す
る
場
合
は
、
良
く
洗
う
か
十
分
熱

を
加
え
て
か
ら
食
べ
ま
し
ょ
う
。

。
し
て
は
い
け
な
い
こ
と

-
キ
ツ
ネ
一
の
え
さ
に
な
る
残
飯
や
生

ゴ
ミ
を
放
置
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し

下
品

、
「
ノ
。

-
可
愛
い
か
ら
と
い

っ
て
キ
ツ
ネ
を

餌
づ
け
し
た
り
、
呼
び
寄
せ
た
り
、

手
で
触
れ
る
こ
と
は
絶
対
に
や
め
ま

し
ょ
、っ
。

-
沢
水
平
小
川
な
ど
の
生
水
は
、
飲

ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

-
犬
の
放
し
飼
い
な
ど
は
絶
対
に
や

め
ま
し
ょ
う
。

万
が

一
エ
キ
ノ
コ

y
ク
ス
症
に
感

染
し
た
と
き
は
早
期
発
見

-
早
期
治

療
が
大
切
で
す
。
血
液
を
取

っ
て
検

査
し
ま
す
が
、
献
血
や
人
間
ド
y
ク

で
は
普
通
閥
べ
て
い
ま
せ
ん
。
今
金

町
で
は
住
民
検
診
に
併
せ
て
エ
キ
ノ

コ
y
ク
ス
症
検
診
を
実
施
し
て
い
ま

す
の
で
進
ん
で
受
け
ま
し
ょ
う
。

(
平
成
2
年
以
前
に
検
査
さ
れ
た
人

は
も
う

一
回
受
け
る
時
期
で
す
。)

〕3
 

1
 

〔



11月の休日当番匡 令今令 住民の動態 令や令

11リ月対比

1) 

(ム 4)

5) 

3) 

9月末現在

7，323人

3，531人

3，792人

2，574世'出数

男

女

帝

人

世

口

~@5321 

~@0221 

2④ω11 

2⑦3021 

2②0221 

~@5011 

(北柏山)

(今金)

(北格山)

(瀬棚)

(今金)

(北キ白山)

北格山町国保病院

今金町国保病院

道南ロイヤノレ病院

儲崎医院

今金町国保病院

道南ロイヤノレ病院

ロμ

ロ
凶
ロ
U

門
口
門
口
門
口

3
4
m
u
m
ω
μ
 

(保護者治真)寒

(保護者泰寧)高美町

(保護者裕市)南栄町
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固いつまでもおしあわせに

%西村昭彦九(来 昇)=平原由香さん(トマンケン)

1J'i稲葉尚孝さん (大和町)=佐勝智恵さん(大和町)

ロ
月
4
日
l
m
日

「
人
権
週
間
」

わ
た
し
た
ち

一
人
ひ
と
り
が
、

人
権
に
つ
い
て
、
再
確
認
し
、
明

る
く
盟
か
な
相
会
を
つ
く
り
ま
し

P
AF

、「ノ
。

。
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う
。

「
い
じ
め
」
し
な
い
さ
せ
な

い
・
見
逃
さ
な
い
|

。
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人

権
意
識
を
育
て
よ
う

。
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
う• 

<8>おくやみもうしあげます

山 田藤四郎さん 9月17日 88歳春日升

天 沼 ヨシノさん 9月28日 81歳下トマンケン

及川 良な 9月28日 76歳栄町

尾形和子三 10月 2日 65歳神丘高古

来山ハナさん 10月12日 67歳東町

白 戸 ミサオさん 10月13日 79歳入束中央

10月18日受付分まで記載

。
障
害
者
向
完
全
参
加
と
平
等
を

笑
現
し
よ
う

。
高
齢
者
の
住
み
や
す
い
社
会
を

築、。
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解

を
深
め
よ
う

出
毎
日
の
生
活
の
な
か
で
の
、
困

り
ご
と
、悩
み
ご
と
、
心
配
こ
と
は
、

函
館
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

2
0
1
3
8

お

5
6
8
6

人
権
擁
護
委
員
に
ご
相

ま
た
は

談
下
さ
い

O
相
談
は
無
料
で
す
。

実
に
守
ら
れ
ま
す
。

秘
密
は
確

あ
な
た
も
い
つ
か

横
察
審
査
員
巴

交
通
事
故
、
詐
欺
な
ど
の
被
害

に
あ
っ
た
の
に
、
検
察
官
が
そ
の

事
件
を
裁
判
に
か
け
な
い
の
は
納

得
で
き
な
い
。
こ
の
よ
う
な
人
の

た
め
に
、
検
察
官
の
処
分
が
正
し

か
っ
た
か
ど
う
か
を
審
査
す
る
機

関
と
し
て
検
祭
審
査
会
が
あ
り
、

日
人
の
検
察
審
査
委
員
に
よ
っ
て

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

検
察
審
査
委
員
は
、
選
挙
管
理

投
票
に
来
て
く
だ
さ
い

と
街
頭
啓
発

選
挙
管
理
委
員
会
、
明
る
い
選

挙
推
進
協
議
会
は
刊
月
ロ
目
、
今

金
山
同
協
と
テ

l
オ

l
小
笠
原
前
で

街
頭
啓
発
を
実
施
し
ま
し
た
。

発
行
/
北
溜
道
今
金
町
役
場

制
②

O
T
4
lペ
l番

• 

委
員
会
が
毎
年
、
選
挙
人
名
錦
町

中
か
ら

「
く
じ
」
で
候
補
者
を
選

び
、
そ
の
候
補
者
の
中
か
ら
更
に

検
察
審
査
会
事
務
局
に
お
い
て

寸
く
じ
」を
行

い、

決
定
さ
れ
ま
す
。

あ
な
た
も
い
つ
か
検
察
審
査
委

員
に
選
ば
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

選
ば
れ
た
と
き
に
は
、
住
民
の
代

表
者
と
し
て
検
察
審
査
委
員
会
の

仕
事
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

斑
詳

8 
0 函
1 豊富
3 検
8 察組l
| 審
42主f
l会
2 耳み
1 務
5 局
1 

初
目
的
投
票
日
で
は
、
有
権
者

5
7
2
9
人
対
し
、
投
票
者
4
2
8
7

5 人

第3回移動農試 f生
95 ~'，'{ 

期日 平成 8年11月四日 13却 !%平
場所 北楠山町環境改普センター i下 74

食楠山北部地域内これからの稲作 lカず
(パネルデスカ 1'/ンヨン り 83 

台地域的技術的問題提起と解決策 ! ま % 
一問一答 し西町

: 合パネル展示何でも相談コ ナ lた 回

米新品種試食会 と
道南民業試験場 . 比

f、ー

編
集
/
企
画
調
整
課
広
報
公
聴
係

(14) 


